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彦
根
藩
主

井
伊

い

い

直
惟

な
お
の
ぶ

の
と
き
、
彦
根
城
の
鬼
門
に
当
た

る
坂
田
神
明
宮
を
鎮
護
の
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
享
保
18
年

（
１
７
３
３
年
）
に
坂
田
神
明
宮
本
社
の
造
営
を
寄
進
さ
れ

ま
し
た
。
社
殿
が
竣
工
し
た
際
、
藩
主
・
奥
方
を
は
じ
め
家

老
、
代
官
以
下
諸
士
を
挙
げ
て
参
拝
さ
れ
た
時
の
行
列
の
奴

が
「
蹴
り
奴
」
で
す
。

こ
の
奴
振
り
は
、
威
勢
の
い
い
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
足
を

高
く
蹴
り
上
げ
る
と
こ
ろ
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
年
）、
長
澤
御
坊
福
田
寺
の
次
期

住
職
と
な
る
「
息
長
本
覚
摂
専

お
き
な
が
ほ
ん
か
く
せ
っ
せ
ん

」
と
、
公く

卿ぎ
ょ
う

摂
政

せ
っ
し
ょ
う

関
白

か
ん
ぱ
く

二に

条じ
ょ
う

斉
敬

な
り
ゆ
き

公
の
妹
「
か
ね
子
」
姫
と
の
縁
談
の
際
、
時
の
住
職
が

従
兄
弟
の
彦
根
藩
主
井
伊

い

い

直
弼

な
お
す
け

公
に
依
頼
し
、
仲
人
と
な
っ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
縁
談
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
お
公
卿
さ
ん
の
嫁
入
り
行
列
を
再
現
し
た
も
の
が

「
公
家
奴
振
り
」
で
す
。
足
裏
を
見
せ
ず
に
優
雅
に
練
り
歩

く
奴
振
り
は
全
国
で
こ
こ
だ
け
で
す
。

式
内
山

し
き
な
い
や
ま

津つ

照て
る

神
社
は
、
古
代
豪
族
「
息
長

お
き
な
が

氏
」
と
か
か
わ

り
の
深
い
古
社
で
す
。
こ
の
神
社
で
毎
年
春
の
祭
礼
に
繰
り

広
げ
ら
れ
る
「
武
家
奴
」
の
由
来
は
、
神
社
境
内
に
別
に
祀ま

つ

ら
れ
る
霊
験
あ
ら
た
か
な
青
木
神
社
の
祈
祷
札
を
宮
中
に
奉

納
す
る
際
の
道
中
行
列
の
奴
振
り
が
由
来
で
す
。

顔
に
化
粧
を
施
し
、
か
つ
掛
け
声
も
即
興
で
繰
り
広
げ
る

こ
と
な
ど
が
、
武
家
奴
振
り
の
特
徴
で
す
。
緑
豊
か
な
境
内

で
の
奴
振
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

渡
御

主
な
構
成

露
払
い

２
人

指
揮
者

１
人

奴(

伊
達
箱
・

台
傘
・

立
傘
・

大
鳥
毛
）12

人

太
鼓

２
人

樂
人

９
人

お
稚
児
さ
ん12

人

宮
司

な
ど

総
数
約

80
人

公
家
奴
振
り

蹴
り
奴
振
り

武
家
奴
振
り

５
月
４
日(

金)

13
時
〜

４
月
29
日(
日)

14
時
〜

５
月
５
日(

土)

10
時
30
分
〜

渡
御

主
な
構
成

奴

計
13
人

先
箱

４
人

台
傘

２
人

立
傘

２
人

毛
槍

２
人

長
刀

１
人

お
稚
児
さ
ん６

人

樂
人

６
人

神
官

な
ど

総
数
約

40
人

渡
御

主
な
構
成

竹
杖

８
人

奴(

伊
達
箱
・

大
鳥
毛
・

小
鳥
毛
・

槍
・
立
傘
・

台
傘
・
長
刀
）

16
人

陣
羽
織

１
人

御
鳳
輦

10
人

伝
具
児

８
人

巫
女

４
人

樂
人

10
人

祭
主
祭
員
４
人

氏
子
総
代
５
人

な
ど

総
数
約

70
人

近
江
地
域
に
は
３
つ
の
奴
振
り
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
背
景
や
祭
り
で
の
立
ち
振
る
舞
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
味
わ
い
な
が
ら

祭
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
５
月
20
日(

日)

に
道
の
駅
近
江
母
の
郷
で
開
催
さ
れ
る
「
お
う
み
母
の
郷
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
で
は
、
３
つ

の
奴
振
り
の
共
演
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お尻まで
届くよう

な奴の蹴
り上げ

日本でここだけ
の公家奴振り！

奴の化粧や掛け声が特徴的！

３
つ
の
奴
振
り
を
楽
し
も
う
！

お
う
み
奴
の
郷
連
絡
協
議
会

h
ttp
://yakko

n
o
sato

.saku
ra.n
e.jp
/

と

ぎ
ょ

坂
田
神
明
宮

（
宇
賀
野
）

熊
野
神
社

（
長
沢
）

山
津
照
神
社

（
能
登
瀬
）

と

ぎ
ょ

と

ぎ
ょ



朝妻神社 

中嶋神社 

蓮原農村公園 

エクシブ琵琶湖 

いそクリニック 

〒磯簡易局 

磯公民館 

磯浄水場 

彦根ビューホテル 

入江橋 

お旅所（神輿堂） 

筑摩蓮沼会館 

磯漁港 

礒崎神社 

JA

磯南 

筑摩神社 

伊
吹
山
の
悪
神
を
退
治
し
た
日
本
武
尊
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
）
が
祀
ら
れ
る
礒
崎
神
社
の
春

例
祭
に
あ
わ
せ
行
わ
れ
て
い
る
お
渡
り
は
「
磯
武
者
行
列
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
列

は
、
武
士
の
出
陣
に
は
欠
か
せ
な
い
旗
の
存
在
な
ど
か
ら
、
武
士
の
出
陣
を
想
定
し
た
行
列
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
朝
９
時
か
ら
磯
公
民
館
に
子
ど
も
た
ち
が
集
合
し
、
男
児
は
日
本
武
尊
に
あ
や
か
っ

て
勇
ま
し
い
武
者
姿
に
、
そ
し
て
女
児
は
髪
を
結
い
、
あ
で
や
か
な
稚
児

姿
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
爆
竹
の
音
や
、
若
者
に
よ
る
あ
ば
れ
太
鼓
に
よ
る
音
で
に
ぎ
や

か
な
雰
囲
気
を
楽
し
め
ま
す
よ
。

平
安
時
代
か
ら
伝
わ
る
「
鍋
冠
祭
」
の
い
わ
れ
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
筑
摩
神
社
に
は
食

物
の
神
々
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
こ
の
地
に
宮
中
に
食
物
を
献
上
す
る
筑
摩
御
厨
が
置
か

れ
、
献
上
に
際
し
て
「
近
江
鍋
」
と
呼
ば
れ
た
特
産
の
土
鍋
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
、
祭
り
の

原
初
の
姿
で
は
と
考
え
る
説
も
あ
り
ま
す
。
１
９
６
０
年
ま
で
は
神
輿
の
湖
中
渡
御
、
２
０
０

１
年
ま
で
は
、
渡
御
の
し
ん
が
り
に
「
曳
山
」
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら

祭
を
観
覧
す
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

な
お
、
緑
色
の
狩
衣
と
緋
色
の
袴
姿
の
少
女
た
ち
が
頭
に
か
ぶ
る
の
は
、

３
本
脚
が
あ
る
の
が
鍋
、
無
い
の
が
釜
で
す
。
違
い
を
見
つ
け
る
の
も
楽

し
め
ま
す
よ
。
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5月3日(木) 14時～

鍋冠祭

渡
御

主
な
構
成

鉾
持

12
人

猿
田
彦

１
人

獅
子

４
人

太
鼓
山
・
母
衣

神
鏡
人

２
人

先
箱

２
人

長
刀

２
人

鍋
冠
人

８
人

樂
人

12
人

楽
太
鼓
・
楽
火
鉢

神
官
・
唐
櫃

翳
羽
・
御
鳳
輦な

ど

総
数
約

150
人

と

ぎ
ょ

5月3日(木) 13時～

磯武者行列 礒崎神社
（磯）

筑摩神社
（朝妻筑摩）

渡
御

主
な
構
成

竹
丈

８
人

鉄
棒

６
人

社
名
旗

１
人

鉦

２
人

先
太
鼓

２
人

五
色
旗

５
人

鎧
武
者
約
10
人

真
榊

２
人

白
旗

１
人

五
人
旗

５
人

稚
児

約
10
人

御
鳳
輦

８
人

太
鼓

８
人

子
供
神
輿
16
人

な
ど

総
数
約

130
人

日本三
大奇祭

若武者たちの出陣

５
月
の
湖
岸
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
「
鍋
冠
祭
」
と
「
磯
武
者
行
列
」。
鍋
や
釜
を
か
ぶ
っ
た
女
児
、
勇
ま

し
い
武
者
姿
の
男
児
と
、
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
た
く
な
る
光
景
で
す
。
琵
琶
湖
の
さ
わ
や
か
な
風
を

感
じ
に
、
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

湖
岸
の
行
列
を
楽
し
も
う
！

と

ぎ
ょ



14時～ 

坂田神明宮(宇賀野)

10時30分～ 

山津照神社(能登瀬)

9時～ 

道の駅 近江母の郷(宇賀野)

10時～ 

@番地先 

13時～ 

熊野神社(長沢)

9時30分～ 

伊吹薬草の里文化センター(春照)

9時30分～ 

グリーンパーク山東(池下)

13時～ 

礒崎神社(磯) ※磯漁港から出発 

14時～ 

筑摩神社(朝妻筑摩) ※お旅所から出発 

米原駅 

醒ケ井駅 

近江長岡駅 

柏原駅 

9時30分～ 
5
４ 

5
５ 10時30分～ 

5
20 9時～ 

13時～ 
5
４ 

9時30分～ 
5
４ 

4
29 14時～ 

5
27 10時～ 

5
３ 13時～ 

米
原
市
内
の
観
光
情
報
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は 

米
原
観
光
協
会（
伊
吹
庁
舎
） 

1
５
８
ー
２
２
２
７
ま
で 

 

ま
い
ば
ら
の 

ま
い
ば
ら
の 

5
３ 14時～ 

坂田駅 

4/ 
29
日 

5/ 
 ３ 
木 

5/ 
 ４ 
金 

5/ 
 ５ 
土 

5/ 
20
日 

5/ 
27
日 

米原観光協会からのお知らせ 田宴アートづくり 
来月はほたるまつりが開催されます。お楽しみに！ 
詳しい情報はウェブサイトをご覧ください。 
URL http://www.maibarashi.jp/

参加費 大人1,000円・小中高生500円（昼食付き） 
●持ち物   雨具・長靴・着替え・タオルなど 
■･■エコファーム高番  
1090-3274-2007 ecotakaban@zd.ztv.ne.jp
申 問 

5/５ 
も開催 

木 

再生紙を使用しています。 この市政情報紙「まいばら」は13,300部作成し、１部あたりの単価は 
17円です。（１円未満切り捨て） ※職員の人件費は含まれていません。 植物油インキで印刷しています。 

平成24年4月26日 




